
●へき地勤務手当

「Ａって、何者？」
「本社に居たらしいけど…」
「何か近寄りがたい…」
「あんまり私たちと関わりたくないん
じゃないの」
「本社には、変なのがいるからね」
「ここでやっていけるのかな」
「さぁね…本人次第？」
そこに職場のリーダー格のＢが口を
挟んだ。
「ねぇ、何の話？」
「Ａ」
「あぁ、あれね…いつまでお高く留ま
ってるつもりなんだろう…」
「次の飲み会、どうする？」
「別にいいんじゃない、放っとけば」
「そうだよね、来てもらっても、こっ
ちが困る」
「ハハハ…確かに」
休憩室での会話は、嫌でもＡの耳に
入ってくる。また自分のことか…でも
Ａには、それ以上の感情はなかった。
Ａが異動してきたＣ事業所は、よく言
えばのどかな地方の職場、悪く言え
ば、排他的な雰囲気が蔓延する田舎
だ。Ａは公私のけじめをはっきりとつ
けたいだけだったが、この職場では、
公私のけじめは皆無で、職場の人間関
係イコールプライベートの人間関係、
Ａにとっては考えられない環境だっ
た。息苦しくて耐えられない。
だからＡ自身も、積極的に職場の人
間関係の中に入り込もうなどとは、全
く考えていない。職場の同僚に、何で
プライベートの時間まで拘束されなき
ゃならないの？という疑問は、お高く
留まってると思われてしまうらしい。
会社には、仕事に来ているのだ、と
割り切っていたＡは、突然上司のＤ所
長に呼び出された。
「Ｂから提案があった」
「…」
「君の歓迎会をやりたいそうだ」
「はぁ…」
「気のない返事だね」
「今更…」
「Ｂからの気遣いだよ」
とＤ所長は言ったが、本当は、Ａの
職場での孤立状態を見かねて、Ｄ所長
がＢに頼み込んだものだった。
「同じ職場の同僚なんだから…」

「まぁ、そうです
けど…」
「気持ちはわかる
けどさ、郷に入っ
ては郷に従え、っ
ていうだろ」
「その言葉、すご
いストレスなんで
すけど…」
「私も思ったよ。

この息苦しい環境は、いったいなん
だ、って。でもさ、慣れだよ、慣れ」
「私は仕事をしに来てるんで、プライ
ベートの時間ぐらい、職場から解放さ
れたいんです」
「そうか…でも職場の人間関係を考え
ることも仕事じゃない？」
「プライベートでも付き合いが無い
と、職場でもうまくいかない、なん
て、おかしくないですか？」
「それがこの職場だから…まぁ、そん
なわけだから、歓迎会は、予定を開け
といてよ、ね…」
とＤ所長から言われて、無碍に断る
のも大人げないなどと思いながら、は
い、とＡは渋々うなずいた。
「みんな、よく来たね」
「だって、しょうがない…」
「私は所長から頼み込まれたから、仕
方なく来たけど…」
「でも、ただ酒ですから」
「まずいただ酒だけどね」
「Ａなんか無視して、こっちだけで盛
り上がればいいじゃない」
「そうだよね。最近会社の飲み会も無
かったし、それにＤ所長、今日は何を
頼んでもいい、って」
「ホント？」
「そのくらいの条件を出しもらわなき
ゃ、割に合わない」
「さすがＢだね」
「だから、遠慮なくゴチになろう」
「なんだか楽しくなってきた」
Ｂらの会話を憮然として聞いていた
Ａは、そういうことかと納得した。結
局歓迎会は、Ｄ所長がそれらしきこと
を一言言って始まっては見たものの、
終始Ａはぽつねんとしていた。むし
ろ、Ａはその方が気が楽だった。
「もう、帰っていいですか？」
「えっ、まだ1時間も経たないよ？」
「もう、十分です。皆さんで楽しんで
ください」
Ｄ所長にそう告げると、Ａはそそく
さと帰ってしまった。
「所長！陰気臭い貧乏神が居なくなり
ましたね」
「そう言うなよ…」
と言いながら口をへの字に曲げたＤ
も、もうすっかり盛り上がっている。
「もう、最悪！何でこんなとこ異動さ
せられたんだろう？めちゃストレス」
Ａが愚痴をこぼす相手は、本社のか
つての同僚だ。
「Ｃ事業所は特別だから」

「私とＤ所長以外のスタッフは、みん
な現地採用、勤務地限定…現地法人に
でもすればいいのに」
「それ、笑える…」
「海外のへき地なんだから」
「まぁ、確かに海を挟んでるから、海
外と言えないこともないけど、それよ
り陸の孤島じゃない？」
「それはどっちでもいいけど、へき地
勤務手当が欲しい…」
「言いたい放題だな」
「ホントにおかしくなりそうだから」
「まぁ、無理しないで、有給もしっか
り消化することだね」
その後も職場でのＡを取り巻く人間
関係には何の変化もなく、Ａは淡々と
仕事をこなすだけの日々も、徐々に精
神的にもきつく感じていた。
「これはどういうことでしょうか？」
Ｃ事業所に異動して半年が経過し、
Ｄ所長から人事評価のフィードバック
を受けていたＡは、唖然とした。
「私は、決められた仕事はきちんとこ
なしていたはずです」
「それは分かっている。でも、人間関
係がね…」
「それが理由で最低評価、って、納得
できません」
「異動当初から話していたはずだよ。
人間関係がこの職場では大切だって」
「それじゃあ、仕事ができなくても、
人間関係がうまくできれば、この職場
では良いということですか？」
「そんなにムキになるなよ」
「私だって、精神的にきついのに、何
とか仕事だけはと思って、ここまで耐
えてきたんです」
「ちょっと待ってよ、そんなに辛いの
を我慢しろなんて、私は求めてない」
「私が、勝手に我慢をしてる、ってい
うんですか？」
「そうは言ってないけど…」
「じゃあ、私にいったいどうしろって
言うんですか！」
「だから、人間関係を…」
「この半年間、所長はこの状況を黙認
してたじゃないですか」
「それは、君に言っても無駄かと…」
「ちょっと、もう、無理です」
Ａはそう告げると、この日はそのま
ま早退してしまった。
「本当にこれで良かったのか」
Ｄ所長は、無理を承知でＣ事業所を
守ることを選択したつもりだった。と
ころがＡはその翌日から出社すること
は無かった。Ａは精神科に受診、適応
障害と記載された診断書を人事に提出
し、休職を申し出ていたことを、Ｄ所
長は人事から告げられた。
「もうＡは来ないんですね」
嬉々としてＡの休職を確認するＢら
の話が、Ｄ所長には憂鬱だった。
「道中、お疲れ様」
満面の笑みで話しかけるＥ人事部長
が、Ｄ所長には逆に不気味だった。
「Ａの評価だが」
「あれは、私なりに熟慮をして…」
「評価基準は、確認しているね？」
「…はい…」
「それを分かったうえで決めた…」
「そ、そうです」
「いかなる理由であれ、誤った評価は
訂正しなければならない」
「で、ですが…」
「それと、これはＡに対する評価だけ
の問題ではない」
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「どういうことでしょうか？」
「Ａの異動は、Ｃ事業所の運営体質の
改善のきっかけとするものだったこと
を、忘れたわけではないだろう」
「は、はい…」
「Ａの教育指導を目的とした異動で
は、全くなかったはずだが…」
「ですから、Ａを戦力として生かすた
めにも…」
「結果としてＡを潰した」
「…」
「この状況を会社として黙認するわけ
にはいかないんだよ」
「Ａには、申し訳ないことを…」
「そうじゃない！君は会社の方針に反
する選択をした、ということだ」
「会社の方針に反するなど、私は…」
「君がＣ事業所の所長になって、何年
になる？」
「まもなく４年目に…」
「その間、君は何をしてきた？」
「私は…」
「既存のスタッフと仲良くするのは結
構だが、会社としての目的を忘れても
らっては困る」
「申し訳ありません」
「君には悪いが、ここで大ナタを振る
わせてもらう」
「部長、いったい、何を…？」
「申し訳ないが、君にこれ以上のこと
を話す訳にはいかない」
まもなくＣ事業所に、Ａに対する職
場ぐるみでのハラスメントに関する調
査があり、スタッフ全員から個別にヒ
アリングが行われた。その結果、Ａに
対するハラスメントが認められたとし
て、Ｂはじめ、数名の懲戒処分を決定
した。Ｄ所長も責任を問われ、懲戒処
分に加えて、降格配転となった。
「ちょっとやり過ぎでは…」
部下の不安に対してＥ人事部長は、
「いや、問題はこれからだよ」
「これから…？」
「Ｃ事業所の改革は、現場任せでは何
も進まない」
「その通りですね」
「だから人事が直接介入する」
「Ｂたちは、戦々恐々としてますが」
「そこだよ」
「…」
「アメとムチで一気に片付ける」
Ｆら人事スタッフは、Ｅ部長の指示
のもと、Ｂらの不安を取り除く。
「懲戒処分を理由に、雇用の終了をす
ることはありません」
「本当ですね」
「本当です。まず無期転換の申し出を
してください」
「無期転換！？」
「Ｄ所長から、説明は無かった？」
「…」
「今皆さんは期間１年の有期雇用で、
１年ごとに契約を更新しています」
「はい」
「無期契約に転換することで、更新の
必要がなくなります」
「えっ、契約社員じゃなくなる、って
いうこと？正社員になる…？」
「そういうことです」
職場がざわめいた。うれしそうな表
情になる者、不安そうな者、様々だっ
たが、ここでＢが口を開いた。
「正社員になれば、異動もある？」
「もちろんです」
「無期転換を希望しなかったら？」
「これまで通り、１年契約です」

「…少し考えさせてください」
「もちろんです。無期転換はいつでも
申出ができますから」
Ｂは迷っていた。正社員になって異
動になったら、自分は…
「どうすればいいでしょう？」
「それは、Ｂさん次第ですよ」
相談員は、そう答えるほかない。
「ですが、有期雇用のままでも、雇用
の継続は可能じゃないですか？」
「そうなんですか？」
「期間満了で雇用終了するのは、雇止
め、と言って、解雇と同じことです」
「じゃあ、このままでも…」
「転勤が難しいのであれば、今のまま
でもいいんじゃないでしょうか」
Ｂはホッとした。よし、それじゃ
あ、私は無期転換を希望しない。でも
他のみんなは、どうするのか…
「正社員って、やっぱりいいよね」
「でも、転勤があるよ」
「会社のお金で遠くに行けるんだよ」
すると、ここでＢが怪訝な顔をした
ので、その場がシンとなった。
「私は無期転換しない」
「えっ」
「みんなは？」
「…」
「どうして何にも言わないの？」
「…分からない…」
「私はここに残りたいから」
「じゃあ、私も…」
「それなら、これからも今まで通り、
みんなと一緒に居られるね」
とＢが満足そうにつぶやいた。それ
を聞いた他のスタッフたちが、気まず
そうに、微妙に視線をそらしたこと
に、Ｂは気づかなかった。
定期異動の辞令告示の当日だったこ
となど、何も気にも留めていなかった
Ｂは、出社すると唖然となった。
「あなたがＢさんね。本日付で所長に
なったＧです。よろしく」
「あ、はい…あの…ほかの皆さんは」
「あっ、紹介するね。Ｈさん、Ｉさ
ん、Ｊさん、皆さんＫ営業本部から応
援に来ています」
「あの、これまでここにいた…」
「そうそう、突然で驚くよね。みんな
無期転換をして正社員になったので、
いま本社で研修中です」
「みんな…正社員…」
「人事情報は、告示まで他言無用だか
ら、ビックリするのも無理ないよね」
Ｂには、ビックリするというより、
裏切られたという気持ちより、なぜ自
分だけが取り残されたのか、これから
自分はどうなるのか、不安な気持ちで
一杯になった。仕事の進め方から人間
関係に至るまで、これまでのＣ事業所
流は、スイッチが切り替わるように、
跡形もなくなった。職場の状況に追い
つくのに必死なのは、皮肉なことにＢ
の方になってしまった。
「Ｂはどう？頑張ってる？」
「まだ状況が呑み込めないようです」
「そうだろうな。ところで、Ｃ事業所
の人員規模だけど、何人くらい？」
「現状の事業規模を考えれば、二人も
いれば十分かと…」
「それなら、当分の間、Ｋ営業本部で
何とかしてもらえないかな？」
「いや～、今だって、へき地勤務は貧
乏くじだって、不満たらたら…」
「それなら、へき地勤務手当を出し
て、当たりくじにするよ」

当事者の真意を読み取り、問題に対する
認識のギャップを埋め、話をつなぐ
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